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室内設置センサによる高齢者の見守り
Elder Care Solution using Sensor Technology
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■研究の背景
2024年現在、北海道の高齢化率は33.1%で全国平均より高く、特に道内179市町村のうち半数近

い84市町村では40%以上となっているなど、北海道では地域社会の維持が困難な状況になりつつ
あります。また、高齢者人口のうち一人暮らしの方の割合は22.4%で、今後その割合は高くなると
推計されています（2020年、国立社会保障・人口問題研究所まとめ）。加えて北海道の特性として
広い面積や積雪寒冷気候があり、巡回訪問などの介護福祉サービスが届きにくい現状があります。
そのため、一人暮らしの高齢者が地域社会の中で健康的な生活を送ることを可能にする、ICTを
活用した効率的な見守り技術の開発が早急に求められています。

■研究の要点
１．室内に設置したセンサによる見守りに寄与する身体活動の取得
２．フレイル（※）推定のための模擬生活実験によるセンサ特徴量の特定
３．実験協力高齢者の通院時のフレイル評価とセンサ特徴量の比較検証

※フレイル：健康な状態と要介護状態の中間の段階を指し、その前段階をプレフレイルという。
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■研究の成果
１．人感センサや開閉センサなどを用い、居住者の生活活動を取得できることを確認しました。
２．市販されている高齢者疑似体験セットを利用し、仮想的にフレイル状態に設定した被験者に

よる模擬生活動作を行った結果、センサの出力値からフレイル状態を推定するための特徴量と
して「人感センサ時間平均反応数」と「移動時間」の２つを特定しました。

３．プレフレイルの高齢者の自宅にセンサを設置し、センサによるフレイル推定試験を行った結
果、担当医によるフレイル評価とこれらのセンサ特徴量に一定の対応関係があり、開発したセ
ンサシステムが見守りに活用可能であることを確認しました。
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研究開発成果21／創造的先進技術／ 2025

古紙から化学品を製造するグリーンプロセス技術
A Green Process Technology for Producing Commodity Chemicals from Paper Wastes

新技術創生研究推進室　森　　武士・小川　雄太・松嶋　景一郎

■研究の背景
私たちが大量に消費する紙製品のリサイクル技術の開発は、循環型社会を形成する上で重要で

す。使用済みの紙製品（古紙）の多くは製紙原料として再利用されていますが、更なる高付加価
値化を可能とする技術開発についてニーズをいただきました。一方、私たちは粉砕（メカノケミ
カル）処理と高温高圧水処理を組み合わせたグリーンプロセス技術を開発し、植物の主成分であ
るセルロースをプラスチック原料やバイオ燃料等の化学製品原料に変換することに成功していま
す。このプロセスでは、セルロースを粉砕することで水に可溶なオリゴ糖に変換し、次にこのオ
リゴ糖を密閉容器内で加熱し化学製品原料に変換します。本研究では、植物と同様にセルロース
を主成分とする古紙に本技術を適用し、生分解性プラスチックの原料である乳酸を製造できない
か検討しました。

■研究の要点
１．メカノケミカル処理による古紙からのオリゴ糖の製造
２．高温高圧水処理によるオリゴ糖からの乳酸の製造
３．古紙中の無機分が化学製品原料の生成量に及ぼす影響の検討
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のプロセスでは、セルロースを粉砕することで水に可溶なオリゴ糖に変換し、次にこのオリゴ糖を密
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■研究の要点 

１．メカノケミカル処理による古紙からのオリゴ糖の製造 
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■研究の成果 

１．填料などを含んだままの古紙に粘土であるカオリンを加えて粉砕するだけで、古紙に含まれるセ

ルロースを低分子化できました。

２．上記の粉砕処理で得られた粉末を水に溶かすだけで、古紙から水に可溶なオリゴ糖を分離するこ

とができました。

３．このオリゴ糖を密閉容器中で水とともに加熱するだけで、生分解性プラスチック原料である乳酸

を製造できました。
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■研究の成果
１．填料などを含んだままの古紙に粘土であるカオリンを加えて粉砕するだけで、古紙に含まれ

るセルロースを低分子化できました。
２．上記の粉砕処理で得られた粉末を水に溶かすだけで、古紙から水に可溶なオリゴ糖を分離す

ることができました。
３．このオリゴ糖を密閉容器中で水とともに加熱するだけで、生分解性プラスチック原料である

乳酸を製造できました。
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